
                             

     

☆ 

人
権
夏
期
講
座 

 

第
46
回
部
落
解
放
・
人
権
夏
期
講
座
が 

8
月
19
日
（
水
）
～
21
日
（
金
）
に
和
歌

山
県
高
野
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
か
ら
1500
名
が
参
加
さ
れ
、
摂
津
市

人
権
協
会
か
ら
も
筒
井
副
会
長
、
東
江
事
務

局
長
、
篠
原
常
任
委
員
、
奥
田
常
任
委
員
の

4
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
2
回
常
任

委
員
会
で
報
告
さ
れ
、
全
員
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

全
体
会
議
で
の
基
調
報
告
が
4
題
と
課

題
別
の
講
習
・
研
修
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
分
担
し
て
聴
講
し
、
研
鑽
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
参
加
さ
れ
た 

皆
さ
ん
か
ら
、
「
参
加 

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多 

く
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
く 

感
じ
た
。
未
参
加
の
方 

に
は
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
る 

こ
と
を
お
勧
め
す
る
」 

と
の
コ
メ
ン
ト
が
出
さ 

れ
て
い
ま
す
。 

☆ 

役
員
・
常
任
委
員
に
よ
る 

 
 

 
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

  

2015
年
度
役
員
・
常
任
委
員
に
よ
る
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
、
10
月
15
日
（
木
）
宇

治
市
ウ
ト
ロ
地
区
と
京
都
医
療
少
年
院
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
（
参
加
者
19
名
） 

 

ウ
ト
ロ
地
区
で
は
、
問
題
点
や
歴
史
の
推

移
と
今
後
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
受
け
、

現
地
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
医
療
少
年
院
で
は
「
処
遇
に
困
難

が
伴
う
少
年
の
背
景
や
対
応
等
」
を
聴
講
し
、

院
内
を
参
観
し
ま
し
た
。 

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
終
了
時
に
、
感
想

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。 

 
[

ウ
ト
ロ
地
区]

 

 
 

・
終
戦
に
よ
り
中
止
さ
れ
た
、
軍
の
飛
行
場
建
設
に 

従
事
さ
れ
た
韓
国
・
朝
鮮
人
労
働
者
が
、
今
な
お 

土
地
の
問
題
、
環
境
問
題
が
残
り
、
大
変
な
状
況 

に
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
た
。 

 
 
  

・
視
察
で
、
住
居
環
境
の
厳
し
さ
を
目
の
あ
た
り
に 

し
た
。
戦
後
70
年
に
し
て
、
関
係
各
位
の
努
力
に 

よ
り
や
っ
と
改
良
工
事
に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
こ
と 

を
聞
き
、
熱
く
深
い
思
い
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。 

[

京
都
医
療
少
年
院]

 

 
 
 

・
い
ろ
い
ろ
な
事
情
・
環
境
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち 

が
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
、
立
ち
直
り
社
会
に
復 

 
 

帰
す
る
と
い
う
仕
組
み
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ 

  

と
を
実
感
し
た
。 

 

 

・
少
年
た
ち
が
退
院
後
、
社
会
が
ど
の
よ
う
に
受
け 

止
め
て
立
ち
直
り
の
支
援
を
し
て
い
く
の
か
が 

 

大
切
で
あ
る
こ
と
と
、
地
域
の
役
割
が
大
き
い
こ 

 
 

と
を
併
せ
て
痛
感
し
た
。 

 
[

参
加
し
て]

 
 

 
 
 

・
人
権
協
会
独
自
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
知 

り
得
な
い
と
こ
ろ
を
訪
問
・
視
察
で
き
て
、
非
常 

に
参
考
に
な
る
。 

 
 
 

・
ウ
ト
ロ
地
区
の
方
や
医
療
少
年
院
に
入
院
し
て
い 

る
少
年
た
ち
の
思
い
を
心
に
重
ね
な
が
ら
、
自
分 

に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 

 
 

 
 

      

 

開
催
さ
れ
た
主
な
会
合
な
ど 

 

・
9
月
9
日
（
水
） 

 
 

 

第
2
回
役
員
会
・
常
任
委
員
会 

 

 
 

 
 

各
種
事
業
の
開
催
企
画
・
確
認 

 
 

 

学
習
会
（
新
規
DVD
視
聴
） 

・
9
月
12
日(

土)
 

 
 

第
2
回
校
区
推
進
委
員
連
絡
会 

 
 

 

各
校
区
の
活
動
報
告
と
意
見
交
換 
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2015
年
8
月
～
10
月 

 
 

 

主
な
事
業
活
動
報
告 



 

2015
年
11
月
～

2016
年
3
月 

主
な
事
業
活
動
予
定 

  

☆ 

2015
年
度
第
1
回
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

  

11
月
24
日
（
火
）
午
後
3
時
半
か
ら
5
時
ま
で

摂
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
プ
ラ
ザ
3F
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
2015
年
度
第
1
回
ヒ
ュ
ー
マ
ン

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

「
子
ど
も
の
人
権
」
に
つ
い
て
、
辻
由
起
子
先
生

の
講
演
を
受
け
ま
す
。 

 

（
当
ニ
ュ
ー
ス
の
最
終
ページ
を
ご
覧
下
さ
い
） 

 

人
権
協
会
で
は
、
昨
年
は
「
子
ど
も
の
い
じ
め
」

を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

本
年
度
は
、
引
き
続
き
子
ど
も
を
テ
ー
マ
と
し
て

「
子
ど
も
の
人
権
」
を
取
り
上
げ
て
、
今
日
ま
で
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
そ
の
一
環

と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。 

 

先
生
に
は
、
特
に
「
最
近
身
近
で
発
生
し
て
い
る

諸
事
件
・
事
案
の
傾
向
や
問
題
点
、
そ
し
て
特
に
地

域
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
す
べ
き
か
」
な
ど
を
お

話
し
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

「
子
ど
も
の
人
権
を
守
れ
る
の
は
大
人
し
か
い
な

い
」
こ
と
か
ら
も
、
ぜ
ひ
多
く
の
参
加
・
聴
講
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

☆ 

人
権
教
育
啓
発
作
品
展 

  

12
月
9
日
（
水
）
～
15
日
（
火
）
（
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
）
摂
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
プ
ラ

ザ
3F
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
人
権

教
育
啓
発
作
品
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
＆
摂
津
市
立
ひ
び
き

は
ば
た
き
園
、
企
業
等
か
ら
、
毎
年
1000
点
近
い
作
品

が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
入
場
者
か
ら
好
評
を
博
し
て

お
り
ま
す
。 

 

是
非
ご
来
場
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も
の
「
人
権
感

性
」
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  

開
催
が
決
ま
っ
て
い
る
会
合
な
ど 

 
○ 
2015
年
11
月
10
日
（
火
）
～
12
日
（
木
） 

部
落
解
放
研
究
第
49
回
全
国
集
会 

 
 

於
・
大
分 

○ 

2015
年
11
月
16
日
（
月
） 

第
3
回
役
員
会
・
常
任
委
員
会 

○ 

2015
年
11
月
24
日
（
火
） 

第
2
回
推
進
団
体
代
表
者
会
議 

○ 

2016
年
2
月
4
日
（
木
）
、
5
日
（
金
） 

第
30
回
人
権
啓
発
研
究
集
会 

於
・
大
阪 

 

◎ 

2016
年
度
の
定
期
総
会
は 

2016
年
5
月
10
日
（
火
）
安
威
川
公
民
館 

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す 

 

☆ 

人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い 

 
 金

澤
泰
子
さ
ん
・
金
澤
翔
子
さ
ん 

講
演
会 

テ
ー
マ 

ダ
ウ
ン
症
の
娘
と
共
に
生
き
て 

日
時 

平
成
27
年
12
月
9
日(

水)
 

場
所 

摂
津
市
民
文
化
ホ
ー
ル 

定
員 

先
着 

500
名 

 
 

・
た
っ
た
一
つ
の
希
望
を
探
し
続
け
た 

母
と
娘
の
物
語
で
す 

・
当
日
は
翔
子
さ
ん
に
席
上
揮
毫(

書
の 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス)

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

             

 
 

※『人権を考える市民のつどい』は、世界人権宣言摂津連絡 

会議及び摂津市等の共催事業であります。 

摂津市人権協会は世界人権宣言摂津連絡会議に加盟してい

ます。ぜひ多くのご参加をお願いします。 



  

▼ 

第
一
中
校
区 

▲ 

 

〈
会
議
・
事
業
の
予
定
〉 

名
称
／
お
話
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
つ
ど
い 

開
催
日
時
／
１１
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時
よ
り 

開
催
場
所
／
安
威
川
公
民
館 
２
階
大
ホ
ー
ル 

内
容
／
【
第
一
部
】
講
演
会 

「
ど
の
花
み
て
も
き
れ
い
だ
な 

 
 

 
 

 
 

 

～
識
字
運
動
と
そ
の
表
現
～
」 

 
 

 
 

講
師
・
日
野
範
之
さ
ん 

 
 

 
 

【
第
二
部
】
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

 
 

 
 

バ
ン
ド
演
奏 

 

ビ
リ
䢪
部
（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｖ
ｅ
） 

 

〈
会
議
・
事
業
の
予
定
〉 

名
称
／
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

（
二
中
校
区
と
共
催
予
定
） 

開
催
予
定
日
／
12
月
６
日
（
日
） 

行
き
先
／
兵
庫
県
赤
穂
方
面 

      

 

▼ 

第
二
中
校
区 

▲ 

 

〈
会
議
・
事
業
の
予
定
〉 

名
称
／
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

（
一
中
校
区
と
共
催
予
定
） 

開
催
予
定
日
／
12
月
６
日
（
日
） 

行
き
先
／
兵
庫
県
赤
穂
方
面 

 

※
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、 

７
月
28
日
（
火
）
一
中
・
二
中
校
区 

人
権
協
会
役
員
で
打
合
せ
会
を
開
催 

  

▼ 

第
三
中
校
区 

▲ 

 
〈
会
議
・
行
事
の
実
績
報
告
〉 

名
称
／
交
通
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
る
街
頭
啓
発
活
動 

開
催
日
時
／
８
月
２４
日
（
月
）
午
後
４
時
よ
り 

開
催
場
所
／
ＪＲ
千
里
丘
駅
付
近 

内
容
／
交
通
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
る
街
頭
啓
発 

  

▼ 

第
四
中
校
区 

▲ 

 

〈
会
議
・
行
事
の
実
績
報
告
〉 

名
称
／
役
員
会 

開
催
日
時
／
９
月
４
日
（
金
）
午
後
７
時
３０
分
よ
り 

開
催
場
所
／
味
生
小
学
校 

校
長
室 

 
〈
会
議
・
事
業
の
予
定
〉 

名
称
／
第
19
回
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い 

開
催
日
時
／
11
月
２９

日(

日)

午
後
１
時
３０
分
よ
り 

開
催
場
所
／
別
府
公
民
館
２
Ｆ
集
会
室 

 

内
容
／
【
第
一
部
】
講
演
会 

 

『
年
齢
を
重
ね
ら
れ
た
高
齢
者
の
人
権
を
考
え
る
』 

講
師
：
摂
津
市
人
権
協
会
事
務
局
長 

東
江 

晃
男 

氏 

 

【
第
二
部
】
イ
ベ
ン
ト 

 

日
本
民
謡
〈
出
演
〉
竹
田
会
社
中
、
な
か
よ
し
会 

  

▼ 

第
五
中
校
区 

▲ 

 

〈
会
議
・
行
事
の
実
績
報
告
〉 

名
称
／
役
員
会 

開
催
日
時
／
10
月
15
日
（
木
） 

開
催
場
所
／
鳥
飼
小
学
校 

校
長
室 

 

〈
会
議
・
事
業
の
予
定
〉 

名
称
／
人
権
バ
ス
ツ
ア
ー 

開
催
日
時
／
12
月
12
日
（
土
） 

開
催
場
所
／
関
宿
散
策
・
関
ま
ち
な
み
資
料
館
・ 

 
 

 
 

 

湯
の
山
温
泉
（
彩
向
陽
） 

内
容
／
人
権
Ｄ
Ｖ
Ｄ
学
習
・
関
宿
散
策
・
関
ま
ち

な
み
資
料
館
に
て
人
権
学
習 

  

校 
区 

活 

動 

報 

告 

 



               

  【
講
師
】
辻 

由
起
子
さ
ん 

 【
テ
ー
マ
】
地
域
で
子
育
て
を
支
え
る
た
め
に 

 【
日
時
】
１１
月
２４
日
（
火
） 

 
 
 
 

午
後
３
時
３０
分
～
５
時 

 【
会
場
】
摂
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ 

 
 
 
 

３
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル 

   

   
 

       

人
が
人
と
し
て
生
き
る
権
利
は
、
す
べ
て
の
人
が
持
っ
て

い
ま
す
。
お
と
な
で
も
子
ど
も
で
も
そ
の
重
み
は
変
わ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

子
ど
も
は
社
会
の
宝
で
あ
る
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
一
方
で
、
「
ま
だ
子
ど
も
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
子

ど
も
の
こ
と
を
勝
手
に
き
め
て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
は
「
守
ら
れ
る
べ
き
存
在
」
で
あ

る
と
同
時
に
「
権
利
の
主
体
」
で
も
あ
る
の
で
す
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
の
増
加
、
い
じ
め
、
体

罰
、
自
殺
、
不
登
校
の
問
題
や
学
校
に
お
け
る
暴
力
行
為
な

ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

 

お
と
な
も
か
つ
て
は
子
ど
も
で
し
た
。
そ
の
頃
の
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
子
ど
も
の
思
い
を
理
解
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
を

尊
重
し
な
が
ら
、
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
よ
い
こ
と
は
何
か

を
第
一
に
考
え
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で

す
。 

  

   

自
分
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
れ
ば
、
他

の
人
の
存
在
も
き
ち
ん
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
、
逆
に

自
分
が
大
切
に
さ
れ
た
経
験
が
な
け
れ
ば
、
他
の
人
の
こ
と

を
大
切
に
思
う
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
自
尊
感
情
は
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
す

る
意
識
の
基
本
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

    

「
ま
だ
子
ど
も
だ
か
ら
」
と
か
「
子
ど
も
の
く
せ
に
」
な

ど
と
言
わ
れ
続
け
る
と
、
そ
の
子
ど
も
は
自
分
に
否
定
的
に

な
り
、
他
の
人
の
こ
と
も
信
じ
な
く
な
り
が
ち
で
す
。 

 

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自
尊
感
情
を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、

お
と
な
が
子
ど
も
を
一
人
の
人
と
し
て
大
切
に
見
守
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

人
権
情
報
ガ
イ
ド 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

『
ゆ
ま
に
て
な
に
わ
29
』
よ
り 

 

 

２０１５
年
度 
摂
津
市
人
権
協
会 

第
１
回
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー 入場無料 

 

子
ど
も
の
権
利
と
は 

子
ど
も
は 

「
社
会
の
宝
」
で
す
！ 

 

 

 

 

自
尊
感
情
は
人
権
意
識
の
基
本 

 

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
自
尊
感
情 

 

子
ど
も
の
人
権
を
守
れ
る
の
は 

大
人
し
か
い
ま
せ
ん
！ 


